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第 3 章はらせん進行波管の不要モードの影響について論じたものである。 らせん進行波管におい
て，工作技術上の要求などかららせんの周囲の誘電体や金属円筒を太くすると，信号周波数帯でらせ
ん回路を不要モードが伝ばんする白そ乙で著者は，本章でまずらせん進行波管の動作特性に対する不














第 5 章は 48GC 帯のらせん進行波管の設計と試作結果について述べたものである。すなわち，まず
ミリ波らせん進行波管を対象として，従来の進行波管に関する設計理論を整理した上で，具体的に中
心周波数 47GC，飽和出力 300mW 以上，小信号利得 20dB 以上という仕様の進行波管について，動
作ノマラメータ，らせんと電子ビームのす法，直流入力および動作電圧などの諸量を決定している。ま
た前章までに得た資料を基礎にして電子銃の電極寸法，集束磁界系およびらせん回路系の構造を決定
している。さらに乙のようにして設計された進行波管を実際に試作し，利得は 20dB 以上，飽和出力
は 500mWを乙えるという成果をあげている口
第 6 章は結論で，本研究の成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，ミリ波らせん進行波管における問題点をとりあげて，その本質の解明あるいは解決の方
法を示したもので，その成果の主なものは( 1 )熱初速度の影響が問題になるような電子ビーム系に
対する統一的な解析および設計方法を示した乙と， (2) 進行波管の動作に対する不要モードの影響
について，理論と実験の両面から解析を行ない，その悪影響を防ぐ具体的方法を示してその効果を実
験的に立証した乙と， (3) 抵抗回路網アナログを利用して永久磁石を含む磁界系を解析する方法を
開発して，磁界系の設計に有用な手段を提供した乙と，などである口
さらに著者は得られた成果を利用して実際に 48GC 帯のらせん進行波管を設計試作し，ミリ波帯で
のらせん進行波管の実用化の点で非常に明るい見通しを与えた。
以上の内容は電子工学および通信工学に貢献すると乙ろ大であり，本論文は博士論文として十分価
値あるものと認める。
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